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Ⅰ . は じめ に
家庭や地域で運動 ･ ス ポ ー ツ に 取り組む ことを通して , 知
的障害者の身体的 ･ 精神的な健康を維持し増進するための様々
な取り組みがなされ て い る｡ 例えば, 水泳 (Bu nds chuh,
willia m s, H ollin gs w o rth, Go och and S hir e r, 1972
2)) や
サ ッ カ ー (Luybe n, Fu nk, M organ , Cla rd a nd Delulio,
198612)), エ ア ロ ビ ク ス (Kin g and Na ce, 1990
10)
;飯塚 ･
井上, 19925)), な わ とび運動 (高畑, 1995
22)) 等が試み ら
れ て きたo 高畑 ･ 武蔵 (1997
20)) は保護者ある い は障害者
本人が, 健康や日頃の運動 ･ ス ポ ー ツ に 関心があり, そ の必
要性を認識して い るに も関わらず実際に は家庭で何もで きな
い で い る現状を明らか に した｡ 障害者本人が家庭や地域で 日
常的に , しか も自発的に取り組める運動種目 ･ プ ロ グ ラ ム を
開発し, 学校在学時から支援して いく ことが必要で あろう｡
本研究で は, 家庭や地域で の健康的な生活の実現をめざす
運動 ･ ス ポ ー ツ と して 腹筋運動 (シ ッ ト ア ッ プ) となわとび
運動を取り上げた｡ 腹筋運動は, 腹直筋 ･ 外腹斜筋などの筋
力を鍛える こと, 筋力の 向上に合わせ て徐々 に運動強度を高
めて いける こ と (猪晩 1997
6)) 等の特性を持 っ て い る o な
わとび運動は, 個人の体力等に応じて 自分で強さを変えられ
る こと等の特性を持 っ て おり (太田, 197915)), 持久的運動
として の効果も高く, 学校体育や家庭で の体力づくり に役立
て られ て い る (榎木･ 渡部 ･ 山地 ･ 手塚, 19723);岡野 ･ 榎
木 ･ 桜井, 1996
1 4))｡ ま た, こ れ ら の 運動は場所を選ばず 一
人 で手軽に できる こと, 回数を目標にする こと に よ り運動意
欲を高める こと等の 特性があり, 広く 一 般 に実施され て い る
もの で ある｡ 家庭 で腹筋運動, なわとび運動が日常的に習慣
化されれば, こ れ らの 運動の特性から知的障害者の健康の維
持 ･ 増進に貢献す る も の と考えられる｡
※富山大学教育学部附属養護学校
しか しながら知的障害者の運動は, 本人だけ で は全く もし
くは部分的に しか実施で きず十分な達成感を得られなか っ た
り, 常に保護者の付き添いが必要な負担の 高い もの で ある こ
とが多い ｡ ま た学校等で提供される運動プ ロ グ ラ ム を家庭で
実行に移すとき, い っ た ん習得した技能が日常場面で直ちに
実施され, か っ 長期 に維持されるわけで はな い (渡部 ･ 上松 ･
小林, 199323);菅野 ･ 羽島 ･ 井上 ･ 小楓 1995
】7)
;井上 ･ 井
上 ･ 菅野 19957))｡ そ の ため有効な運動プ ロ グ ラ ム で あ っ て
ち, 効果を得るま で継続的 ･ 日常的に実施される の は稀であ
る｡
武蔵 ･ 高畑 (1997
13)) は日常場面で の自発や維持を促進
するため の手立て と して ｢生活技能支援ツ ー ル｣ (以下, 支
援 ツ ー ル とする) を提唱して いる｡ 支援 ツー ル は, 次の 二 つ
の部分からな る｡ ひ と っ は , 補助呉 (例えば, 高畑, 198918))
や視覚的プ ロ ン プ ト刺激 (例えば, 青木 ･ 山本, 19961)) の
ように , 標的ス キ ル の習得や実行を容易にする手がかりとし
て働くもの である｡ も う ひ と っ は, 自己の行動を記録 ･ 管理
し (例え ば, K oegel a nd K oegel, 1990
11)) 加え て 障害者
本人と周囲との 間で ｢ 正の強化｣ 随伴性の形成をめざす交換
記録 (高畑, 1993
19)) として働くもの で ある｡ これ らの ツ ー
ル を共 に活用する こと で, 先送りしない現時点で の社会生活
の 実現 (井上･ 井上 ･ 菅野, 19957)) を めざすもの で ある｡
本研究で は, 重度知的障害生徒1名を対象として , ｢フ ー
プと びなわ (高畑, 1989
18))｣を支援 ツ ー ル と して なわとび
運軌 ｢ふ っ き んお手玉｣ を支援 ツ ー ル と し て腹筋運動を指
導した｡ ま た｢チ ャ レ ン ジ日吉eJ を支援 ツ - ル と し た, 家庭 ･
学校場面における運動の 実施経過を報告し検討した｡ さ ら に
保護者に対して , 本研究の 目的, 手続き, 効果 に関する社会
的妥当性 (Ka zdin, 1977
9)) を評定を依頼した｡ 加え て重度
知的障害生徒の家庭で の運動の自発 ･ 維持に つ い て検討し,
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害を伴 っ た重度知的障害の16歳 (本研究開始時)の 男子生
徒1名 (Tablel) で ある｡ 言語 ･ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 特
徴 で は , 発語が ｢いや｣ の み で あり, 簡単な指示理解はでき
るが , 文字 の読み書きや数唱等はできなか っ た｡ 行動的特徴
で は, 性格的には温厚で おとなし いが大きな物音や慣れ ない
こ とな どに は不安定になる ことがあ っ た｡ ま た暑さや空腹等
の不快な状況や課題が理解で きな い場面に な ると, 激 し い他
傷や自傷を伴う パ ニ ッ ク が出現した｡ 全般的に受動的な行動
が多く, 常 に相手の 声がけや他の生徒の様子を見ながら行勤
して いた｡
母莱削ま対象生徒の 指導に熱心 で あり, 家族の 一 員として簡
単な家事等に積極的に取り組ませ て い た｡ ま た母実軌ま対象生
徒に体を十分に動かさ せ た いと考え , 休 日等に散歩を実施し
て きた｡ しかし, 冬季や天候に左右されるため に , 十分 に継
続できな い こ と に悩ん で い た｡
Table l 対 象 生 徒
性別 Ⅰ.Q.(田仁tl ･ ビ ネ - 知能 検査) 診断名 C A R S
(199諾測定) 精神遅滞 (19諾則定)
C A R S: 小児自閉症評定尺度
2. 標的行動
本研究の標的行動は , 対象生徒が ｢フ ー プと びなわ｣ を支
援 ツ ー ル と して なわとび運動, ｢ふ っ きん お手玉｣ を支援 ツ ー
ル と して腹筋運動を, そ れぞれ独力で遂行する こと で ある｡
そ の上で対象生徒が これらの 運動を家庭 ･ 学校 にお い て 長期
に わたり自発的に継続する こと で ある｡
なわとび運動, 腹筋運動は, 運動不足や情緒不安定を心配
する母親との話し合い に より, 家庭場面で 実行可能と想定さ
れ る運動種目 (散歩, ジ ョ ギ ン グ, ス ト レ ッ チ , なわ とび運
動, 腹筋運動) の 中か ら選択された｡
3. 生活技能支援ツ ー ル
1) ふ っ きん お手玉 :仰臥位で足元と頭上に脱衣寵を置き,
足元の寵 に回数分の お手玉を入れ る｡ お手玉を 一 つ ず つ
頭上の寵に入れ る こと で , 回数を数えなく て も腹筋運動
を独力で遂行することを可能とする｡
2) フープとびなわ :新体操用リ ン グの - 箇所を切断して
両手に持ち, なわとびの よう に回旋するもの で あ る｡ 回
旋に際して肘を固定して姿勢を保っ こ とがで き, 絡まる
ことなく ス ム ー ズ に 回旋して手首のかえし方と跳躍の タ
イ ミ ン グを体感で きる｡
3) チ ャ レ ン ジ 日記 :資料1 に チ ャ レ ン ジ 日記に綴じ込む
カ- ドの 一 例を示した｡ カー ドは4 つ の イ ラ ス ト記録欄
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教師か ら の 保護者
一 枚づ つ , 綴 じ込 んで い き, コ メ ン ト欄 コ メ ン ト欄
標的行動 を行 っ て いく に つ
れ厚 さ, 重 みが 増 して いく
賀料 1 チャ レ ン ジ 日記 ･ 回数 シ ー ル
(本人用交換記録 ツ ー ル)
と家庭 ･ 学校 コ メ ン ト傾からなる｡ 運動を実行したら,
家庭で は母親が学校で は教師が記録欄に日付を記入する｡
記録欄4 つ が全て 埋ま っ た ら, 新た に カー ド 1枚を フ ァ
イ ル に綴じ込ん で カ ー ドを増や して い く｡
4) 回数シ ー ル : 腹筋やなわとびの目標とする回数を記し
た シ ー ル を, チ ャ レ ン ジ 日記の記録欄に本人が貼り付け
るも の で ある｡ 資料 1 に示す通り, チ ャ レ ン ジ日記 の ポ
ケ ッ ト に回数 シ ー ル を入れ て おく ｡
4. 指導計画
本研究は, 対象生徒の標的行動の実行状況, 母親から の要
望等に合わせ て , 第 一 期 : チ ャ レ ン ジ 日記 の導入 (1997年
4月から12月), 第二期 :支援 ツ ー ル の 導入および母親 へ の
集中指導とチ ャ レ ン ジ 日記の 改良 (1998年1月から3月),
第三期 : チ ャ レ ン ジ 日記 の再改良およ び母親 へ の社会的強化
とチ ャ レ ン ジタ イ ム の特設 (1998年4月か ら9月) の3 フ ェ
イ ズ で実施された｡
5. 標的行動の 実行の ため の指導手続き
1) 第一 期 : チ ャ レ ン ジ 日記 の 導入 (1997年4月か ら12
月)
①チ ャ レ ン ジ 日記 に よる支援方略 : 母矧 こ は, 家庭で の
対象生徒の 反応性を高め るた め , ｢運動をしようとし
ただ けで も誉めて あげて , カ ー ドを書 い て あげ てくだ
さ い ｡｣ と依頼した｡ さ ら に , 家庭 で定着するま で の
見通しを母親に持 っ て も らうた め に , ｢と に かく こ の
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カー ドを100枚ため て みまし ょ う｡ 100枚たま っ た ら
き っ と0 0く ん は成長して います よ ｡｣ と励ま した｡
②標的行動の実行場面 : フ ー プ と びなわを利用したなわ
とび運動は家庭で の課題として , ふ っ きん お手玉を利
用した腹筋運動は家庭と学校で共通の課題として , そ
れ ぞれ実施された｡ 家庭 に対し て は対象生徒が取り組
みやすいよう に場面設定する ことを依頼した｡ 学校 で
は, 任意の時間に教室にお い て腹筋運動に取り組んだ｡
③家庭で の実行の定着を図るための社会的強化 :第 一 期
開始時か ら, チ ャ レ ン ジ 日記 の カー ドが50枚たまる
ごと に , 対象生徒の学級の ホ ー ム ル - ム や学級通信で
紹介し称賛した｡ T校で年2回行われる ｢チ ャ レ ン ジ
大会｣ で は, 対象生徒本人が家庭でなわとび運動や腹
筋運動に取り組ん で い る ことを発表した｡
2) 第二期 : 支援 ツ ー ル の 導入および母親 へ の集中指導と
チ ャ レ ン ジ 日記の 改良 (1998年1月から3月)
①腹筋運動の集中指導 :第 二期開始時に , 母親 へ の集中
指導として , ふ っ きん お手玉に よる腹筋運動の遂行場
面を示し, 家庭 で も腹筋運動に取り組むよう に教示し
た｡ 家庭 で実施するとき には, 指示や補助は最小限に
とどめる こと, 少 しで も対象生徒が自分から取り組ん
だ ことを認め て い く こと, ふ っ き ん お手玉を家庭で対
象生徒の目に付くと ころに置い て おく ことを依頼した｡
②なわとび運動の集中指導 :第 二期開始時に , 母親 へ の
集中指導として , 母親 に ｢い っ し ょ回し｣ の補助 (高
畑, 198918)) の仕方を指導し, 家庭で もなわとび運動
に取り組む よ うに教示した｡ い っ し ょ 回しとは, 跳躍
した瞬間に フ-プとびなわを回旋させ る動きを習得す
るため に , 対象生徒の側方に立ち, 対象生徒が跳躍す
る瞬間に フー プとびなわをく ぐら せ る方法で あ る｡
③ チ ャ レ ン ジ 日記の改良 :第 二期開始時に , 腹筋運動と
なわとび運動の目標回数が記して ある回数 シ ー ル を導
入し, 対象生徒が回数 シ ー ル を自分で貼る よう に した｡
3) 第三期 : チ ャ レ ン ジ日記 の再改良お よび母親 へ の社会
的強化とチ ャ レ ン ジ タイ ム の特設 (1998年4月から9
月)
①チ ャ レ ン ジ 日記 の再改良 :第三期開始時に , チ ャ レ ン
ジ日記 の カ ー ドに新たに コ メ ン ト欄を追加して , 対象
生徒の実行状況や対象生徒 - の励ま し等を母親と教師
が互い に記入するよう に した｡
②母親 へ の社会的強化 :母親に対して重度知的障害児を
対象としたなわとび運動の先行研究 (高畑, 199522))
を提示する こと で , 本実践で期待される成果ととも に
支援に関する長期的な見通しを示した｡ 合わ せ て母親
に対して チ ャ レ ン ジ日記 の コ メ ン ト欄 で家庭で の標的
行動の実行を称賛した｡ また下校時, 母親が対象生徒
を迎えに来る際に , 母親 の家庭で の取り組み を直接称
賛した｡
③チ ャ レ ン ジタ イ ム の特設 : 第 一 期, 第 二期で は任意の
時間に 実行され て い たが, 第三期開始時 (1998年4
月) か らは朝の 会の前に ｢チ ャ レ ン ジ タイ ム｣ を特設
し, 毎日の 日課として位置付けたo こ の時問に対象生
徒は腹筋運動に取り組んだ ｡ 対象生徒以外の生徒は,
掃除機を操作して の 更衣室掃除, 教室等の ゴ ミ出し等
の課題に取り組んだ｡
6. 標的行動の 実行状況 の記録
なわとび運動, 腹筋運動の実行日数は, 母親, 教師, 対象
生徒がチ ャー レ ン ジ日記 に記録した｡ チ ャ レ ン ジ日記 における
本人の記録の信感性は母親と教師が確認した｡ ま た標的行動
以外の家庭 ･ 学校にお ける日常行動全般に関して は, 連絡帳
に記録した｡
7
. 標的行動 ･ 指導手続きに関 する社会的妥当性の
検証
本研究の標的行動が対象生徒の生活に と っ て有用で あるか,
使用された支援 ツ ー ル お よ び指導手続きが母親に承認されう
るか , な らび に標的行動の効果に つ い て 評定した｡ Table
2 に示す評定項目は , Scbw a rtz & Ba e r(199116)), 加藤 ･
井上 ･ 三好 (19918)) を参考と して 5段階リ ッ カ- ト尺度
( ①全く そ う思わ な い , ②思わな い , ③ どちら で もな い ,
④そ う思う, ⑤全く そう思う) に より構成した｡ ま た合わせ
て , 各項目ごとに評定した理由を聞く記述欄を設定した｡ 評
定者は対象生徒の 母頼1名で あり , 1998年9月に 実施され
f=o
Table 2 社会的妥当性の評定項目
1. チ ャ レ ン ジ 日記 で 取り 上 げ た課題 は有効だ と思 い ま すか｡
2 . 運動 の 習慣化を目指 し た指導 は よ い と 患い ますか ｡
3 , ふ っ き ん お手玉 は有効で し たか ｡
4 . フ ー プ と び な わ は有効 で し たか ｡
5 , チ ャ レ ン ジ 日記 は有効 で し たか ｡
6 . チ ャ レ ン ジ日 記 は負担 で し たか ｡
7 . 本人 に積極性 が出て き た と思 い ま すか｡
8 . 運動を 取り組 み始 め て 本人 は落 ち着 い て き た と思 い ま すか｡




対象生徒の学挽 家庭で の腹筋運動の 経過をFig. 1 に ,
家庭 で の なわとび運動およ び散歩の経過をFig, 2 に示した｡
縦軸は実施率 (2週間に おける実施日数/14 日×100), 横
軸は2週間単位で実施期間を表して い る｡
ま た家庭 ･ 学校 で の対象生徒の様子の経過を, 担任と母親
との連絡帳の 記述か ら 一 部引用しTable 3 に示した｡ さ らに
Fig. 3に は, 連絡帳および チ ャ レ ン ジ 日記 の コ メ ン ト欄の 全
記述の 中か ら, 指導期別に1 ヶ月あたりの 対象生徒に つ い て
の プ ラ ス 表現の平均記述数, マ イ ナ ス 表現の平均記述数を示
した｡ プ ラ ス表現とは, ｢い ろん な こ とが随分で きるよう に
な っ て い るよう に思 います｡｣ 等, 対象生徒の行動を積極的
に評価する記述で ある｡ マ イ ナ ス 表現とは, ｢機嫌が悪か っ
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Fig. 2 家庭場面で の なわ とび運動 ･ 散 歩の 経過
1) 腹筋運動の経過
①第 一 期 (1997年4月か ら12月): チ ャ レ ン ジ日記の導
入後, 学校 で は期間全体を通じて 計4 1日間行われた｡
2週間単位の実施率は0%から42.9 %の幅で平均13.9
% で あ っ た｡ 教師が腹筋運動の回数を, 対象生徒の傍
で数えた｡ なお家庭で は, 全く実行されなか っ た｡
②第 二期 (1998年1月から3月): ふ っ き ん お手玉の導
入および母親 へ の集中指導とチ ャ レ ン ジ 日記の改良が
行われた｡ そ の結果, 学校で は計6 日間行われ, 実施
率は0%か ら14.3% の幅 で平均6.1% で あ っ た｡ 家庭
で は, 計51日間行われ , 実施率は7.1% か ら78.6 %の
幅で平均52.0% を示し, 学校で の実施率を大幅に上回 っ
た｡
③第三期 (1998年4月か ら9月) :母額 - の社会的強
化およ びチ ャ レ ン ジ 日記 の再改良とチ ャ レ ン ジタイ ム
の 特設が行われ た｡ そ の結果, 学校で は計64 日間実
施され, 実施率は14.3% か ら78.6% の 幅で平均45.7 %
で あり, 第二期の実施率を大幅に上回るもの で あ っ た｡
な お現場実習およ び夏休み中に つ い て は , 実施率の算
定か らは削除した｡ 家庭 で は, 計165日間実施され,
実施率は71.4%から100%の幅で 平均90.7% で , 第 二




①第 一 期 (1997年4月か ら12月): チ ャ レ ン ジ 日記が導
入されたが , 全く実行されなか っ た｡
②第二期 (1998年1月か ら3月): フ ー プ と びなわ の導
入お よ び母親 - の集中指導とチ ャ レ ン ジ 日記の改良が
行われた｡ そ の結果, 家庭で は期間全体を通じて計19
日間行われ た｡ 実施率は0 % か ら42.9 %の 幅で 平均
19.4 % を示した｡
③第三期 (1998年4月か ら9月):母額 - の継続的な社
会的強化および チ ャ レ ン ジ 日記の再改良が行われた｡
そ の結果, 家庭 で は計163 日間実施され , 実施率は




Fig. 2 に示す｡ 散歩は, 1997年4月から1998年9月ま
で の期間に計14 日間実施され て おり, 実施率は0 % か
ら35.7% の幅で平均2.4%であ っ た｡
4) 連絡帳等の記述表現の経過
Table3に示す通り, 連絡帳に記述された第 一 期に お
ける学校で の 様子 ･ 家庭 で の様子は, ｢家で もかなり興
奮して い る状態が多くありますo｣ 等の マ イ ナ ス 表現が
見られたが, 第三期で は ｢腹筋をよく続けて い ます｡ 何
だかたくましくな っ たような気が します｡ 笑顔も多い で
生活技能支援 ツ ー ル に よ る重度知的障害生徒の 家庭場面 にお け る運動習慣 の 形成
Tab一e 3 学校 ･ 家庭 での 様子
時 期 学 校 で の 様 子 家 庭 で の 様 子
○今 日 は , 不安定 と い う こ と は な か っ た で すが 何と な く 興
奮気味で ジ ャ ン プが 多か っ たで す｡
○今 日 は 少 し不安定だ っ た よう で す｡ 湿気 が あ っ て , 気持
97. 4 ち悪 か っ た の で し ょ うか ｡
○ 昼休 み , 友達 に 体育館 に 誘 わ れ て 怒 り ま した ｡
～ O 今 日 は特別興奮す る と い う こ と ば な か っ た の で すが , 笑
顔が 少 なか っ た よ う に 思 い ます｡
9 7. 12 0機嫌が悪か っ た で す｡ 少 し座 っ て 風 に あ た っ て い る と落
ち 着き ま し た｡
○ 給食の 前, 不安定 に な り ま し た｡ お腹 が す い た ら身振 り
や 手振り で 訴 え ら れ た ら い い で すね｡
○土, 日 2 日間荒 れ模様の T で し たが 今朝 は割合落 ち着い
て い ま し た｡
○家 で も か な り興奮 して い る状態が多 く あ り ま す｡ 特 別の
原因 と言 う こ と で はな く, 体 の 中に抑 え られ な い もの を
吐 き 出 して い るよ う に 見え ます｡
○昨 日 は な か な か 寝付か れ な い 様子 で 2時頃ま で ドタ バ タ
動 き 回 っ て い ま した ｡
0 3 日間天気が悪く て あ ま り外 へ で な か っ た の で エ ネ ル ギ ー
が余 っ た せ い で 調子が 悪く な っ た の で し ょ う｡
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･
3 o 給食時に お 茶碗 を出 して ｢あ っ あ っ ｣ とお か わ り を要求 ○校外学習 と っ て も楽 しか っ た よ う で 家に 帰 っ て も ご機嫌
す る こ とが で き ま した｡ で した｡
○体育で50メ ー トル 走 を しま した ｡ 昨年 に 比 べ て 大幅 に タ
イ ム が 伸 び た そ う で す｡
○ フ ー プ飛 び見 ま した｡ す ごい で すね ｡ 軽く大 き く飛 ん で
い た の で 私 もや っ て み ま した が 結構疲れ ま し た｡
○ チ ャ レ ン ジ日記 す ごい で すね｡
○今 日 は朝自分 か ら作業服か体操服か ｢あ っ｣ と聞 き に 来
98
.
4 て くれ ま し た｡
○毎朝腹筋 を続 け て い ま すo
～ O 昨日 は本当に久 しぶ り に 興 奮 して い る様子 で し た｡ で も
す ぐに 治りま した｡
98
.
9 0 腹筋よ く続 け てい ま すね｡ な ん だ か た く ま しく な っ た よ
う な気 が しま す. 笑顔も多い で すo
O 毎日本当に 素晴 ら しい と常 々 感,L､し て お り ま すd こ ん な
に 落 ち着 い て 行動で き るの もお 母 さん の 継続 した 支え が
あ っ て の こ とだ と思 っ て い ま す｡
○自分 か ら準備 に とり か か る よう に な りま し た｡
○ そ ばに い なくて も - 人で 玉が なく な るま で 腹筋 して い ま す.
○学 校が 充実 して い た よ う で 家 に 帰 っ て も皿 拭 きや 夕食 の
下 ご し らえ を 進ん で し て く れ ま した｡
○腹筋 し よう と声 をか け る と必ず ｢い や｣ と答え ますが 数
回や ろ う と声を か け る と し っ か り や り ま す｡
○自分か らな わ と び を 持 ち ま す. ｢ する ?｣ と聞く と ｢う
ん｣ とう な づ き ます. 本人 も跳 ぶ の が 楽 しく な っ て き た
よ う で す｡
○最近 はす っ か り習慣づ い た よ う で 嫌が らず に取り 組ん で
く れ ます｡
○本人もすん な り と応 じ て く れ ま す｡ 生活の 一 部 に な っ て
い る よう で す｡
○せ っ かく T がや っ て い るの だ か ら と私も まず50回か ら フ ー
プ 跳 びを 始 め ま し た｡









第 一 期 第 二期 第三期
E]学校か らの プラ ス表現 圏家庭 からの プラ ス 表現
□学校か らの マ イ ナ ス表現 国家庭 からの マ イ ナ ス表現
Fig. 3 連絡帳等 の記述表現 の経過
す.｣ 等 の プ ラ ス 表現が多く見られる よう に な っ た ｡
Fig. 3 に示す連絡帳 ･ チ ャ レ ン ジ 日記 の コ メ ン ト欄 に
記され た1 ヶ月あたりの 記述数で は, ｢学校か らの プ ラ
ス 表現｣ が第 一 期1.75回から第三期には8回に増加した｡
｢家庭か らの プ ラ ス 表現｣ で は第 一 期1.25回か ら第三期
に は4回ま で増加した｡ ｢学校からの マ イ ナ ス 表現｣ は,
第 一 期1.9回から第三期に は0.2回ま で 減少し, ｢家庭か
らの マ イ ナ ス 表現｣ は第 一 期1.6回から第三期に は0回
ま で減少した｡
※ 連絡帳 の 記述 か ら 一 部抜粋 した ｡
2 . 対象生徒の 母親によ る社会的妥当性の 評定結果
Fig. 4 に示した通 り, 本研究で の標的行動, 支援手続き,
効果 に関して肯定的な評価を得た｡ 特 に運動課題の設定 (項
目1), 運動 の習慣化をめ ざした目的 (項目2,9), 支援 ツ ー
ル の 有効性 (項目3,4,5) に つ い て高 い支持を得た｡ 評定理
由に は, ふ っ き ん お手玉や フ ー プと びなわ の支援 ツ ー ル が本
人に扱いやすくまた指導しやす い もの で あ っ た こ と, 今後も



















Fig. 4 社会的妥当性 の評定結果
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レ ン ジ さ せ て みた い, 他の保護者に も紹介した いと記述され
た｡
チ ャ レ ン ジ日記 の負担 (項目6) に つ い て は, 肯定的な評
価を得た｡ 評定理由で は, 開始当初は書く ことがなく どうす
れば よ い かわからなか っ た こ と等, 負担 に感じ る ことがあ っ
たが, 現在は全く負担で はない とも記述された｡
指導 の効果, 本人 の変化 (項目7,8) に つ い て は, 肯定的
な評価を得た｡ 評定理由で は, 自分から進ん で運動をするよ
う に な っ た こ と, 運動をする よ うに な っ て か ら頻繁に あ っ た
パ ニ ty ク が3 ヶ月 に1回程度に激減し, パ ニ ッ ク が起 こ っ て
もすぐに おさまるよう に な っ た こ とが記述されたo
Ⅳ
. 考 察
1. 重度知的障害生徒が家庭で 実施可 能な連動種 目
の 選定
重度知的障害生徒に提示す べ き運動種目に は , 散歩 ･ ジ ョ
ギ ン グなど健康の維持 ･ 増進の ための種目, サ ッ カ ー な ど集
団で 実施する種目, レ ク リ エ ー シ ョ ン と して の種目の よう に
多様な選択肢が考えられる｡ しかしなが ら知的障害者が日常
的に取り組める運動種目を考える場合, 場所 の有無, 移動手
段, 対戦相手の 確保, 天候等に左右されな い こ とが必要とな
ろう｡ 高畑 ･ 武蔵 (199720)) が述 べ る通り, 中量度の知的
障害児 ･ 者が 日常的に運動を実施するに は常に保護者の付き
添い が必要になり, 継続的な実行が困難で ある ことが予想さ
れる｡ そ こ で 高畑 ･ 武蔵 (199720)) は, 運動種目の 選定に
あた っ て , ｢複雑な ル ー ル や器貝を必要としな い｣｢相手や付
き添いを必要としな い｣｢本人の技術や習得度に合わ せ て発
展できる｣ 等, 本人 に合わ せ て選定して い く必要性を示して
い る｡
本研究で の運動種目の選定に は, 腹筋運動やなわとび運動
の他に , ジ ョ ギ ン グ, 散歩, ス ト レ ッ チ等が検討された｡ 結
果 は, 腹筋運動, なわとび運動が家庭にお い て継続的に実行
され, 散歩は散発的に実行された にすぎなか っ た｡ こ の よ う
に本研究におけるふ っ きんお手玉を使 っ て の腹筋運動, フ ー
プ とびなわを使 っ て の なわとび運動は, 家庭で実行可能な運
動種目として の条件を満たしたも の で あ っ た と考えられ る｡
ま た本研究で取り上げた運動種目は, 対象生徒の母鍬 こよ
る社会的妥当性の検討に お い て肯定的な評価を得た｡ 今後と
も家庭にお い て継続的な運動の実行を可能とする条件の検討
と, 運動種目の開発が求められ よう｡
2. 標的行動の 自発 の ための方略の検討
本研究で導入した手がかりとなる支援 ツ ー ル ｢ふ っ きん お
手玉｣ は, 回数を言葉で唱える ことが で きなく て も, お手玉
の移動に よ っ て達成感を得ることを可能に した｡ ｢フ ー プ と
びなわ｣ は, なわとび運動の ス キ ル を十分に習得して いなく
て も, 類似した動きを実行する ことが可能で あり, 対象生徒
は家庭で運動を自発して成功体験を得ることが できた｡ ｢チ ャ
レ ン ジ日記｣ と ｢回数 シ - ル｣ は, 対象生徒が標的行動 の 実
行を自己記録する ことを可能に した｡
こ の よ う に支援 ツ ー ル は, 保護者の付き添いや直接的援助
を最小限にし, 対象生徒が標的行動を実行することを可能に
したも のと振測され る｡
3. 家庭 へ の教育的支援のあ り方
本研究の第三期にお い て , 標的行動の安定した高い実施率
が示され, 連絡帳では肯定的な記述が多く見られる ようにな っ
た｡ 養護学校に おける標的行動の 自発と長期的維持を実現す
るための教育的支援を有効とする要因として , まず第 一 に 標
的行動が定着するま で の間, 対象生徒と母親に対して 継続的
な社会的強化を行うことの必要性が指摘される｡ 本研究で は,
チ ャ レ ン ジ日記 に コ メ ン ト欄を追加して改良を加え, ま た教
師が家庭で の実行を積極的に取り上げて母∃軌 こフ ィ ー ド バ ッ
ク し称賛し続けた｡ こ の よう に母親に対して継続的な強化を
続けた ことが, 母親 の評価 ･ 援助行動を引き出し, 家庭で の
標的行動の安定した維持の実現を可能に したもの と推測され
る｡
第二 に , 瑚動 こ対して支援全体の見通しを示すこと の必要
性が指摘される｡ 母頼は当初, チ ャ レ ン ジ 日記の記入を負担
に感じて い た｡ ま た成果が出るまで かなり の時間が必要とな
ると予想されるため, 成果が で るま で長期的に支援し続ける
こと に不安を持 っ て い た｡ 第三期開始時に お い て , 筆者らが
母親に対して先行研究 (高畑, 199522)) の成果を提示する こ
と で , 長期的な支援 へ の見通しを示した｡ 家庭で対象生徒に
直接対応する瑚敷 こ対して , 具体的な成果と見通 しを提示す
る ことが, 標的行動の維持に少なからず影響を与えたものと
推測される｡
第三 に , 標的行動の実行と, 対象生徒が所属する学級の日
課活動とを連携させる必要性 (高畑･ 武蔵 ･ 安達, 印刷中21))
が指摘され る｡ 第三期開始時か ら本学級で は, 朝の 会前に
｢チ ャ レ ン ジ タ イ ム｣ を特設し て腹筋運動の実行機会を設定
し, 継続し て行 っ た｡ 報告 ･ 評価活動を日課活動に組み込む
こと に よ り, 学級で の対応も大きな負担もなく継続して行え
た｡ そ の結果, 学校で の実施率が第二期に比 べ て格段に上昇
した｡ 藤原 (19954)) は, 学校の 授業で獲得された行動を家
庭で機能させるた め に は, 捜業単位 レ ベ ル で実行される の で
はなく, 日課行動や日常生活行動として定着させる必要があ
ると指摘して い る｡ こ う した学校で の計画的 ･ 継続的な支援
が, 家庭で の標的行動の維持に好影響を与えたも のと推測さ
れよう｡
以上の よ う に , 母親 へ の継続的で多面的な バ ッ ク ア ッ プが
必要であ っ た｡ ま た チ ャ レ ン ジ 日記を書き続ける ことが定着
するま で , 教師から の継続した支援が不可欠で あ っ た｡ 加え
て , 学級 の他 の成員や保護者まで をも巻き込ん で様々な機会
を捉えた社会的強化の場を設定して いく ことが, 対象生徒と
母親と教師と の相互的強化関係 の形成の ため に必要であ っ た｡
今後は, 重度知的障害生徒における家庭で の運動習慣の形成
支援の観点か ら, 家庭 へ の支援の あり方に つ い て さらに検討
を加えて い く必要があろう｡
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